
選
ば
れ
て
い

る
「
い
つ

き
の
木
」

が
白
い
花

を
た
く
さ

ん
付
け
、
目

を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
夏
に
な

る
と
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
な
ど

の
観
察
や
採
集
も
で
き
る
そ
う
で
す
。

観
察
棟
か
ら
下
り
て
湿
原
公
園
の
方

へ
。
も
と
も
と
湿
地
帯
だ
っ
た
所
を
整
備

し
た
こ
の
湿
原
公
園
で
は
、
八
ツ
橋
で
作

ら
れ
た
遊
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
、
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
（
4
〜
5
月
）
や
ザ
ゼ
ン
草
（
4

〜
5
月
）、
オ
タ
カ
ラ
コ
ウ
（
6
〜
9
月
）

な
ど
の
湿
原
植
物
が
楽
し
め
ま
す
。
水
辺

の
石
に
腰
か
け
、
水
面
を
眺
め
て
い
る
と

つ
い
ウ
ト
ウ
ト
し
そ
う
に
な
る
く
ら
い
、

こ
こ
は
静
か
で
穏
や
か
。
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
約
１
時
間
、「
う
た
た
ね
の
里
」
は
昼

寝
の
後
の
よ
う
に
ま
た
元
気
に
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

「
う
た
た
ね
の
里
」
か
ら
車
で
5
分
程

離
れ
た
位
置
に
恩
原
湖
が
あ
り
、
そ
の
周

辺
は
「
恩
原
高
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」

な
ど
が
点
在
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
の
メ
ッ
カ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
恩
原
湖
野

鳥
の
森
」
は
、
約
1
0
0
種
類
の
野
鳥
が

観
察
で
き
る
岡
山
県
最
北
端
の
野
鳥
の
楽

園
。
35
ha
の
森
の
中
に
は
、
県
道
を
挟
ん

特集�
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21世紀・循環型社会の形成をめざして�21世紀・循環型社会の形成をめざして� 上齋原村
院
庄
ＩＣ
か
ら
北
へ
約
40
分
、
岡
山
県
最

北
端
の
村
、
上
齋
原
村
の
中
で
も
さ
ら
に

北
の
端
に
位
置
す
る
赤
和
瀬
「
う
た
た
ね

の
里
」
に
到
着
。
中
国
山
地
の
真
っ
た
だ

中
に
開
け
た
、
標
高
約
7
0
0
m
の
小
盆

地
に
は
、
茅
葺
き
屋
根
の
家
や
湿
原
、
池
、

棚
田
な
ど
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
り
、
な

ぜ
か
懐
か
し
い
感
覚
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。

「
う
た
た
ね
の
里
」
は
、
自
然
を
最
大

限
に
生
か
し
た
中
で
、
時
間
と
時
代
を
忘

れ
て
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
の
で

き
る
場
と
し
て
、
平
成
8
年
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
昆
虫
や
野
鳥
、
植
物
な
ど
の

観
察
を
通
し
て
自
然
体
験
学
習
が
で
き
る

森
林
遊
歩
道
や
湿
原
公
園
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
東
側
に
流
れ
る
赤
和
瀬
川
で
は
水

生
動
植
物
や
渓
流
魚
の
観
察
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
赤
和
瀬
地
区
の
民
家
を
移
築

復
元
し
た
茅
葺
き
屋
根
の「
い
っ
ぷ
く
亭
」

「
う
た
か
た
の
館
」
で
は
、
こ
の
地
区
の

農
産
物
を
使
っ
た
郷
土
料
理
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
、
い
ろ
り
を
囲
ん
で
家
族
が
集

っ
て
い
た
頃
の
温
も
り
や
く
つ
ろ
ぎ
、
伝

統
の
技
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。赤

和
瀬
地
区
は
鳥
取
県
と
の
県
境
を
な

す
標
高
約
1，

0
0
0
m
前
後
の
分
水
嶺

の
山
々
を
背
に
し
た
吉
井
川
源
流
の
地
。

ブ
ナ
や
ト
チ
ノ
キ
な
ど
豊
富
な
森
の
木
を

利
用
し
て
、
ロ
ク
ロ
を
使
っ
て
椀
や
盆
を

作
る
「
木き

地じ

師し

」
の
集
落
で
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。「
木
地
師
の
館
」（
7
月
中
旬
オ

ー
プ
ン
予
定
）
で
は
、
こ
の
地
方
の
特
産

で
あ
る
木
工
製
品
の
展
示
や
木
工
体
験
が

で
き
ま
す
。
炭
焼
き
小
屋
「
す
み
が
ま
」

の
横
を
通
り
、
森
林
遊
歩
道
「
み
ち
草
」

を
登
っ
て
い
く
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
様
々

な
野
鳥
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
小
高

い
頂
き
に
は
「
観
察
棟
」
が
あ
り
、
幾
重

に
も
連
な
る
山
々
や
水
面
に
空
を
写
す
棚

田
、
集
落
な
ど
が
展
望
で
き
ま
す
。
ま
た
、

6
月
頃
に
は
、
岡
山
県
の
銘
木
百
選
に
も

で
恩
原
湖
側
に
水
辺
の
コ
ー
ス
（
約
9
0

0
m
）
と
山
手
側
に
森
の
コ
ー
ス
（
約
1，

1
0
0
m
）
の
探
鳥
路
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
観
察
小
屋
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
は
ぜ
ひ
「
う
た
た
ね
の
里
」
や
恩

原
湖
周
辺
の
自
然
の
中
で
、
の
ん
び
り
と

過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

う
た
た
ね
の
里さ

と

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

この印刷物は環境にやさしいインキを使用しています。
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岡
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上
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赤
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瀬
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く
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）
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お食事処いっぷく亭�

●�
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恩原貯水池�

人形�
トンネル�

お
食
事
処�

い
っ
ぷ
く
亭�

う
た
か
た
の
館�

観
察
棟�す

み
が
ま�

水
車
小
屋�

赤和瀬川�

森林遊歩道「みち草」�

駐
車
場�

湿原公園�湿原公園�

「いっぷく亭」
山菜の天ぷらやだん
ご汁のほか、春はい
ろり焼き、夏はクマ
ザサのうどん、秋は
アケビ料理と、赤和
瀬の郷土料理が味わ
える農村レストラ
ン。4月～12月営業。

※分水嶺：2つ以上の川の流れを分ける境となっている山脈。
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「
燃
え
殻
の
削
減
」
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
本
社
で

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
運
用
を
開
始
し
た
２
０
０
０
年
度
（
平
成
１２

年
度
）
は
、
１
９
９
８
年
度
（
平
成
１０
年
度
）
比
で

０.７
％
削
減
の
目
標
に
対
し
、
平
成
１０
年
度
の
燃
え
殻
の

排
出
量
９
２
・
５
ｔ
の
、
９.２
％
に
相
当
す
る
８.５
ｔ
の
燃

え
殻
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

コ
ピ
ー
紙
な
ど
の
紙
を
１.８
ｔ
、
新
聞
・
雑
誌
類
２.８
ｔ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
６.１
ｔ
、
ア
ル
ミ
箔
２４
ｔ
、
段
ボ

ー
ル
５
３
５
ｔ
を
再
資
源
化
し
、
焼
却
す
る
ゴ
ミ
の
量

を
大
幅
に
削
減
し
ま
し
た
。

今
後
も
確
実
に
分
別
し
て
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

を
高
め
、
段
ボ
ー
ル
レ
ス
な
ど
に
よ
る
排
出
物
の
削
減

を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
の
原
点
で
も
あ
る
牛
乳
ビ
ン
の
再
生
利
用
・
再

生
化
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

同
社
で
は
、
既
に
以
前
か
ら
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
塩
ビ
素
材
は
一
部
を
除
き
そ

の
ほ
と
ん
ど
を
代
替
え
素
材
に
、
ま
た
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

や
飲
料
の
容
器
も
で
き
る
限
り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
か

ら
紙
容
器
に
変
え
て
い
ま
す
。

全
工
場
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
を
取
得
し
、
新

た
な
ス
テ
ッ
プ
へ
と
踏
み
出
し
た
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業

（
株
）。
認
証
取
得
は

あ
く
ま
で
も
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の

構
築
の
一
段
階
と
し

て
、
今
後
も
継
続
し

て
目
標
・
目
的
に
向

か
っ
て
環
境
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

の
設
定
の
特
徴
は
、
地
域
密
着
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
目
標
設
定
の
上
で
廃
棄
物
削

減
の
取
り
組
み
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
お
願
い
し
て
い
る
（
財
）
岡
山

県
環
境
保
全
事
業
団
の
水
島
産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分
場

の
埋
立
容
量
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
現
在
で
は

容
量
の
確
保
が
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
少
し
で
も

長
く
処
分
場
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
廃
棄
物
、
特
に

燃
え
殻
の
減
量
化
を
目
標
に
掲
げ
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
本
社
が
あ
る
地
域
は
、
急
激

に
市
街
化
・
宅
地
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
送
電
線

の
能
力
が
限
界
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
に
配
慮

す
る
た
め
に
自
家
発
電
装
置
の
設
置
と
、
コ
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
唯
室
長
は
言
わ
れ
、
地
域
の
環
境
課
題
に
密
着

し
た
活
動
に
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

所 　 在 　 地…岡山市神下565 
操 業 開 始…1953年（昭和28年）
敷 地 面 積…42,000㎡
従 業 員 数…約200名
主 な 出 荷 先…全国
主な製造品種…牛乳類、乳飲料、乳酸菌飲料、

清涼飲料、アイスクリーム類、
氷菓子、プロセスチーズ、ナチュラルチーズ

工
程�

工
程�

■ヨーグルト�

■牛乳�

集乳� 受乳検査� 清浄� 貯乳� 予熱� 清浄� 均質化� 殺菌� 冷却� 検査� 充填� 検査� 冷蔵� 出
荷�

牛乳�
乳製品�

検査� 調合� 均質化� 殺菌� 充填� 発酵� 急冷� 検査� 出
荷�

●コーヒーかす等�
●段ボール�
●紙�
●硬質プラスチック�
●焼却灰�
●プラスチックフィルム�
●牛乳パック�
●牛乳ビン�

堆肥�
段ボール原料�
再生紙原料�
燃料化�
埋立�
プラスチック擬木（公園等に使われるクイ）�
再生紙原料�
再利用�

再利用先�排出されるもの�

コジェネレーション
（本社工場）

紙の分別とリサイクル（本社企画室）

ストレッチフィルム
のリサイクル
（本社工場）

本　社　工　場

関東工場のコンポスト化施設
平成11年9月に関東工場内に建設されたコン
ポスト（堆肥）工場。排水処理汚泥、卵の殻、コ
ーヒー粕、食品残渣などをコンポストに加工
しています。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
の
ね
ら
い
は
、
シ

ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
予
防
を
推
進
す
る
こ
と
、
法
律

を
守
る
こ
と
、
目
的
・
目
標
に
よ
る
活
動
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業（
株
）で
は
、
予
防
に
関

し
て
、
廃
棄
物
削
減
、
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
３

つ
を
大
き
な
目
的
・
目
標
に
し
ま
し
た
。

「
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業（
株
）の
環
境
活
動
の
目
的
・
目
標

東
岡
山
付
近
の
国
道
２
号
線
を
百
間
川
の
方
へ
曲
が

る
と
、
田
園
の
残
る
中
、
青
い
屋
根
の
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業

（
株
）
の
工
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業（
株
）の
創
業
は
１
９
５
３
年
（
昭
和

２８
年
）。
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

た
当
時
、
カ
バ
ヤ
食
品（
株
）の
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
の

原
料
で
あ
る
練
乳
の
生
産
を
す
る
た
め
、
大
日
本
乳
業

（
株
）が
岡
山
市
下
石
井
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５

７
年
（
昭
和
３２
年
）
に
現
社
名
に
変
更
し
、
１
９
６
６

年
（
昭
和
４１
年
）
現
在
地
に
移
転
。
以
後
、
牛
乳
類
の

ほ
か
に
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
プ
リ
ン
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

類
と
順
次
製
造
品
目
を
追
加
し
な
が
ら
販
売
エ
リ
ア
を

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）

に
は
茨
城
県
に
関
東
工
場
を
建
設
す
る
な
ど
、
オ
ハ
ヨ

ー
乳
業（
株
）の
乳
製
品
は
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
へ
と
成

長
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商

品
を
除
き
、
約
２
５
０
品
目
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業（
株
）の
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
環
境
管
理
室
の
唯
　
正
博
室
長
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

「
１
９
９
８
年
１
月
、
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業

（
株
）は
、
カ
バ
ヤ
食
品（
株
）と
と
も
に
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
と
、
コ
ン
ポ
ス

ト
工
場
建
設
に
向
け
て
社
長
の
強
い
意
志
の

も
と
に
『
静
脈
戦
略
委
員
会
』
を
立
ち
上
げ
、

環
境
調
査
な
ど
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し

た
。
１
９
９
９
年
４
月
１
日
の
入
社
式
と
同

時
に
社
内
に
メ
ー
ル
で
環
境
に
関
す
る
基
本

理
念
を
通
達
し
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た

『
地
球
に
や
さ
し
い
』
企
業
活
動
を
め
ざ
す

こ
と
を
全
社
員
で
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
く
４
月
に
コ※

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱

電
供
給
）
の
稼
働
、
９
月
に
は
関
東
工
場
の

コ
ン
ポ
ス
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
９
９
９
年
１２
月
に
関
東
工
場
で

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
運
用
を
開
始
し
、
２
０
０
０
年

５
月
に
認
証
を
取
得
。
同
月
に
は
、
本
社
と
長
船
工
場

で
も
運
用
を
開
始
し
、
２
０
０
１
年
２
月
、
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
」。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
通
し
て
、
オ
ハ

ヨ
ー
乳
業（
株
）で
は
全
工
場
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
取
得
が
完
了
し
ま
し
た
。

オハヨー乳業株式会社
カルピス株式会社岡山工場

シリーズ�

乳製品業界

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
株
式
会
社

21
世
紀
・
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て

地
球
温
暖
化
、
廃
棄
物
問
題
な
ど
様
々
な
環
境
問
題
を
生
み
出
し
た
20
世
紀
。
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
て
、
21
世
紀
の
私
た
ち
は
、
社
会
活
動
の
全
段
階
を

通
じ
て
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幅
広
い
分
野
で
始
ま
っ
て
い
る
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
「
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
」
シ
リ
ー
ズ
第
2
回
目
は
、
乳
製
品
業
界
か
ら
オ
ハ
ヨ

ー
乳
業（
株
）と
カ
ル
ピ
ス（
株
）岡
山
工
場
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
牛
乳
を
原
料
と
し
た
多
品
種
に
わ
た
る
製
品
づ
く
り
の
中
で
、
環
境
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
取
材
し
ま
し
た
。

法律管理�

省エネ�

省資源�

大気への�
配慮�

騒音振動�

廃棄物の�
削減�

排水管理�

運用事項�

●法律行動の遵守�
●法指定値の遵守�
●法改正の確認�
●環境監視機器の管理�

●用水管理�
●設備管理　監視・測定�

●電気使用量の削減�
●蒸気使用量の削減�
●関連業者への協力要請�

●グリーン調達�
●原材料ロスの削減�
●製品環境アセスメント�

●冷媒管理�
●設備管理と監視・測定�

●歩留まりの向上�
●燃えがらの削減�
●リサイクルの推進�
●製品環境アセスメント�

●設備管理と監視・測定�

※
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

火
力
発
電
の
際
に
発
生
し
た
排
熱
を
利
用
し
て
給
湯
・
暖
房
な
ど
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
。



環 　　　境� 環 　　　境�

各
職
場
か
ら
の
推
進
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
推
進
委
員
会

か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
継
続
的
活
動
・
法
の
遵
守
・
汚

染
防
止
の
４
つ
の
必
須
項
目
に
つ
い
て
計
画
を
立
て
て

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
課
題

と
し
た
の
は
廃
棄
物
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
・
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
私
た
ち
の
商
品
は
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
供
給
と
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
多
品
種
生
産
の
中
で
、
ラ
イ
ン
切
り
替
え

の
ロ
ス
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
、
い
か
に
最
適
な
組

合
せ
で
生
産
す
る
か
に
よ
り
、
生
産
ラ
イ
ン
の
稼
働
率

を
上
げ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
そ
し
て

ま
た
、
カ
ル
ピ
ス
の
製
造
工
程
の
中
に
は
、
熱
し
た
り

冷
や
し
た
り
す
る
工
程
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
熱
や
温
水
な
ど
を
効
率
よ
く
再
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
熱
交
換
し
た
時
に
高
い
温
度
の

排
水
が
出
ま
す
が
、
そ
の
熱
だ
け
を
再
利
用
し
て
ボ
イ

ラ
ー
に
使
う
水
を
暖
め
た
り
、
洗
浄
す
る
際
に
そ
の
熱

を
利
用
し
た
温
水
を
使
っ
た
り
、
循
環
使
用
を
行
っ
て

い
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
環
境
活
動
へ
の
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ル
ピ
ス
は
、
牛
乳
を
遠
心
力
で
ク
リ
ー
ム
分
と
脱

脂
乳
に
分
離
し
、
脱
脂
乳
に
カ
ル
ピ
ス
菌
（
乳
酸
菌
と

酵
母
菌
の
共
生
体
）
を
加
え
て
、
一
次
発
酵
、
熟
成
、

二
次
発
酵
を
経
て
出
来
上
が
り
ま
す
。
カ
ル
ピ
ス
の
製

造
工
程
の
中
で
原
料
か
ら
の
廃
棄
物
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
多
品
目
に
わ
た
る
製
造
工
程
の
中
で
は
、

コ
ー
ヒ
ー
か
す
や
茶
か
す
な
ど
が
生
じ
た
り
、
排
水
処

理
の
際
に
は
汚
泥
が
出
ま
す
。
ま
た
、
紙
な
ど
事
務
用

品
か
ら
の
廃
棄
物
も
発
生
し
ま
す
。
廃
棄
物
の
発
生
量

の
低
減
と
と
も
に
１
０
０
％
再
資
源
化
を
め
ざ
し
、
工

場
内
に
分
別
セ
ン
タ
ー
を
含
め
て
１０
カ
所
の
分
別
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
設
置
。
３９
区
分
の
分
別
収
集
を
徹
底
さ
せ

て
い
ま
す
。
岡
山
工
場
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
か
ら
評
価
さ
れ
、
２
０
０

０
年
（
平
成
１２
年
）
１０
月
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議

会
会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
中
村
工
場
長
は
「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
は
あ
く
ま
で
道
具
と
し
て
活
用
し
、

環
境
活
動
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
基
本
方
針
を
遵
守
し
な
が
ら
継
続
的
改
善
を

行
う
と
と
も
に
、社
員
や
季
節
従
業
員
へ
の
意
識
改
革
、

環
境
情
報
の
Ｉ
Ｔ
化
、
グ
リ
ー
ン
購
入
な
ど
を
進
め
、

環
境
負
荷
の
低
減
と
コ
ス
ト
削
減
の
両
立
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
商
品
開
発
に
つ
い
て

も
、
リ
サ
イ
ク
ル
適
性
の
改
善
や
分
別
し
や
す
い
容
器

へ
の
改
善
を
行
い
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
づ
く
り
を

21世紀・循環型社会の形成をめざして

進
め
て
い
き
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

牛
乳
を
も
と
に
し
た
食
品
や
飲
料
に
も
多
種
多
様
な

商
品
が
発
売
さ
れ
、
私
た
ち
は
豊
か
な
食
生
活
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消
費
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
く
れ
る
う
れ
し
い
商
品
づ
く
り
の
側
を
取
材
し
て

み
る
と
、
製
造
工
程
の
他
に
も
商
品
開
発
、
物
流
な
ど
、

す
べ
て
が
環
境
と
の
関
わ
り
の
中
で
行
わ
れ
お
り
、
す

べ
て
に
環
境
へ
の
配
慮
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
両
企
業
と
も
、
牛
乳
と
い
う
自
然
の
恵
み

を
も
と
に
し
て
、
消
費
者
の
健
康
に
役
立
つ
企
業
で
あ

り
た
い
と
い
う
使
命
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
自
然
の

恵
み
、
人
々
の
健
康
、
こ
れ
ら
は
大
き
な
視
野
で
捉
え

る
と
、
環
境
保
全
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
環

境
を
配
慮
し
た
商
品
づ
く
り
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
環

境
と
調
和
し
た
「
お
い
し
さ
」
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

コーヒー・�
茶カス�
23.5％�

汚泥�
22.3％�

ガラス（壜）�
19.3％�

ダンボール�
17.6％�

リサイクル�
肥料化�

プラスチック、焼却灰、�
電池、蛍光灯等　0.5％�スチール・�

アルミ（缶）�
6.5％�

その他10.3％�

廃棄物の再資源化100％への取り組み

分別センター
岡山工場内9カ所に設けられた
分別ステーションから、39区
分に分別収集された廃棄物が
集められます。

紙容器の充填工程
2001年にカルピス紙容器
の軽量化とビン容器のさら
なる軽量化を図りました。

取
り
組
み
を
開
始
。
２
０
０
０
年
（
平

成
１２
年
）
６
月
に
は
岡
山
工
場
、
１２
月

に
は
相
模
工
場
、
群
馬
工
場
と
全
工
場

で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得

し
ま
し
た
。

カ
ル
ピ
ス（
株
）岡
山
工
場
の
環
境
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
中
村
長
松
岡

山
工
場
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
岡
山
工
場
の
環
境
保
全
へ
の
取
り

組
み
は
以
前
か
ら
行
っ
て
お
り
、
１
９

９
６
年
に
は
カ
ル
ピ
ス
の
紙
容
器
化
と

ビ
ン
を
軽
量
化
。
１
９
９
７
年
か
ら
は

排
水
処
理
水
で
鯉
の
飼
育
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
工
場
内
で
排
水
処
理

さ
れ
た
水
は
鯉
も
棲
め
る
ぐ
ら
い
き
れ

い
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
池
で
育
て
た
鯉
は
、
毎

年
６
月
の
環
境
月
間
に
近
隣
の
小
中
学

校
に
寄
贈
し
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
１
９

９
８
年
に
は
高
効
率
運
転
の
ボ
イ
ラ
ー
へ
の
転
換
を
行

い
ま
し
た
。
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
０
年
度
に

は
再
資
源
化
率
９
９
・
６
％
を
達
成
し
て
お
り
、
２
０

０
１
年
度
に
は
１
０
０
％
を
達
成
す
る
目
途
が
つ
き
ま

し
た
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
経
緯
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
中
村
工
場
長
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
や
る
の

で
は
そ
れ
な
り
の
成
果
し
か
上
が
ら
な
い
、
生
産
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
見
直
し
、
よ
り
効
果
の
あ
る
取
り
組
み
を

め
ざ
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
岡
山
工
場
で
は
、
全
工
場
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
１

９
９
９
年
８
月
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
に

む
け
て
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
事
務
局
と

総
社
市
街
地
近
く
の
田
園
地
帯
に
、
赤
い
屋
根
の
建

物
が
い
く
つ
も
並
ぶ
大
き
な
工
場
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
国
内
に
あ
る
カ
ル
ピ
ス
３
工
場
の
う
ち
の

１
つ
、
岡
山
工
場
。
名
古
屋
以
西
の
地
域
に
供
給
す
る

カ
ル
ピ
ス
製
品
を
生
産
し
て
い
る
西
日
本
の
拠
点
工
場

で
す
。

「
カ
ル
ピ
ス
」
と
い
え
ば
古
く
か
ら
な
じ
み
の
あ
る

飲
み
物
。
創
業
は
１
９
１
７
年
（
大
正
６
年
）、
モ
ン

ゴ
ル
の
「
酸
乳
」
の
製
法
か
ら
独
特
の
風
味
の
「
カ
ル

ピ
ス
」
を
作
り
出
し
、
１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）
に

日
本
で
最
初
の
乳
酸
菌
飲
料
と
し
て
発
売
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
８０
年
以
上
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
コ

ン
ク
（
濃
縮
）
タ
イ
プ
の
も
の
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
タ
イ

プ
の
飲
料
、
食
品
、
チ
ル
ド
、
酒
類
、
お
菓
子
ま
で
、

多
種
多
様
な
製
品
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ル
ピ
ス（
株
）岡
山
工
場
の
操
業
は
１
９
６
８
年

（
昭
和
４３
年
）。
原
料
に
新
鮮
な
牛
乳
を
必
要
と
す
る
た

め
、
酪
農
県
で
あ
っ
た
岡
山
県
が
選
ば
れ
、
ビ
ン
や
機

械
を
洗
う
き
れ
い
な
水
も
豊
富
に
あ
る
こ
と
か
ら
総
社

市
に
工
場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ル
ピ
ス
製
品
、
缶

飲
料
、
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
、
バ
タ
ー
な
ど
約
２
０
０
品
目

が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ル
ピ
ス（
株
）本
社
で
は
、
１
９
９
１
年
（
平
成
３

年
）
に
「
環
境
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
、
早
い
時
期

か
ら
廃
棄
物
の
減
量
化
、
再
資
源
化
を
推
進
。
同
時
に

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
な
ど
、
地
球
環
境

と
企
業
活
動
の
共
生
を
図
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
事
業

活
動
に
お
い
て
環
境
に
配
慮
し
、
積
極
的
に
環
境
保
全

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）

に
は
岡
山
工
場
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
へ
の

所　在　地…岡山県総社市真壁800 番地
操 業 開 始…1968年（昭和43年）5月
敷 地 面 積…81,343万㎡
従 業 員 数…72名（季節臨時従業員約180名）
主な出荷先…名古屋以西の西日本地域
主な製造品種…ビン・紙容器・

スティック入り「カルピス」、
缶飲料、ギフトセット、
特撰バター等

カ
ル
ピ
ス
株
式
会
社
岡
山
工
場

ガ
ラ
ス
原
料�

製
鉄
原
料�
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ル
ミ
地
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れ
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再
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毎年、排水処理した水で飼育した鯉を総社市内の小中学校へ寄贈。元気いっぱいの鯉
が子ども達によって各学校の池に放流されます。
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っ
て
、
底
の
土
が
見
え
て
い
ま
す
。
苗
の
植
え
方
を
教

わ
り
、
い
よ
い
よ
田
植
え
体
験
で
す
。

田
ん
ぼ
に
「
す
じ
引
き
」
で
等
間
隔
の
線
を
縦
と

横
に
入
れ
る
。

©
「
綱
を
両
端
か
ら
引
っ
張
っ
て
、
等
間
隔
に

付
け
ら
れ
た
印
の
所
に
植
え
て
い
く
方
法
も

あ
る
ん
だ
っ
て
」

苗
の
箱
か
ら
苗
を
手
に
持
ち
や
す
い
量
の
束
に
取

り
分
け
る
。

†
「
昔
は
直
接
『
苗
代
』
に
も
み
種
を
蒔
い
て

い
た
ん
だ
け
ど
、
田
植
え
機
を
使
う
よ
う
に

な
っ
て
苗
の
箱
で
苗
作
り
が
行
わ
れ
て
い
る

ん
だ
」

す
じ
引
き
で
入
れ
た
線
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
田
ん

ぼ
に
入
る
。

†
「
う
わ
っ
、
冷
た
い
っ
。
土
の
中
に
足
が
め

り
こ
む
よ
！
」

©
「
そ
ん
な
に
深
く
な
い
け
ど
、
歩
き
に
く
い

ね
」

苗
の
束
か
ら
４
〜
５
本
を
取
り
分
け
て
１
株
に

し
、
す
じ
の
印
に
沿
っ
て
植
え
て
い
く
。

©
「
3
本
だ
と
株
の　
※

分ぶ
ん

蘖け
つ

が
悪
い
ん
だ
っ
て
。

多
く
て
も
少
な
く
て
も
い
け
な
い
み
た
い
」

†
「
苗
は
深
く
植
え
て
も
浅
く
植
え
て
も

い
け
な
い
し
、
難
し
い
ね
」

無
事
、
田
植
え
終
了
。
田
ん
ぼ
１
枚
約
９０
坪
を
約

１
時
間
半
で
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
ン
ち
ゃ
ん
の
感
想

平
成
13
年
5
月
某
日
　
曇
の
ち
晴
れ

今
日
は
初
め
て
の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
代
か

き
さ
れ
た
田
ん
ぼ
は
予
想
以
上
に
動
き
に
く
く
、
あ

や
う
く
尻
餅
を
つ
き
そ
う
に
な
っ
た
り
、
苗
を
植
え

る
列
を
戸
惑
っ
た
り
と
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
愛
情
を

込
め
て
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

中
腰
で
の
作
業
は
、
少
し
き
つ
か
っ
た
け
ど
、
一

つ
の
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
達
成
感
で
と
て
も
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
苗
が
成
長

し
て
稲
に
な
る
ま
で
様
々
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
か
ら
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

キ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
の
感
想

自
分
た
ち
が
一
生
懸
命
植
え
た
田
ん
ぼ
を
見
る
と
、

「
や
り
お
え
た
ぞ
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

腰
を
か
が
め
て
の
作
業
の
た
め
、
翌
日
太
も
も
の
後

ろ
が
痛
く
な
り
、
し
ば
ら
く
の
間
、
歩
く
の
が
つ
ら

か
っ
た
で
す
。
田
植
え
機
を
発
明
し
た
人
の
気
持
ち

が
分
か
り
ま
し
た
。

「
大
き
く
育
っ
て
く
れ
る
か
な
。」「
台
風
で
倒
れ

た
り
し
な
い
か
な
。」
と
、
い
ろ
ん
な
心
配
が
あ
り
ま

す
が
、
秋
の
稲
刈
り
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

※分蘖（根に近い茎の関節から枝分かれすること）

農業体験ができる施設（要予約）

奥津ファームビレッジ「耕心村」
奥津町観光課　0868-52-2211

農村型リゾート南和気荘
農村型リゾート南和気荘　0868-64-0180

源流体験村大井野ファームビレッジ
大井野ＰＲ企画委員会　0867-98-3676

備中宇治彩りの山里（農村公園）
高梁市宇治地域市民センター　0866-29-2001

施設名/お問い合せ(TEL) 

※すべて早めにお問い合せ下さい。

農業体験、農産加工（味噌、豆腐、こんにゃく）

農作業体験（貸農園、ぶどう狩り、稲作体験）
（小学生の行事に合わせた日程で稲作体験が可能）

野菜、田植え・稲刈り、しいたけ・トマト採り、
乳しぼり、貸農園

お問い合せ時、可能な農業体験

体験内容

新
緑
が
美
し
い
５
月

中
旬
、
備
中
町
の
農
家
を

訪
ね
ま
し
た
。
山
と
山
に

囲
ま
れ
た
谷
合
い
に
水
を

張
っ
た
棚
田
が
広
が
り
、

農
家
の
江
草
さ
ん
夫
婦
が

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
聞

こ
え
て
く
る
の
は
谷
川
の

せ
せ
ら
ぎ
と
ウ
グ
イ
ス
・

野
鳥
の
さ
え
ず
り
だ
け
。ま
る
で
別
世
界
の
よ
う
で
す
。

田
植
え
は
初
め
て
と
い
う
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
、
田
植

え
用
の
足
袋
を
履
き
、
麦
わ
ら
帽
子
を
か
ぶ
る
と
す
っ

か
り
農
家
の
一
員
。
今
回
、
田
ん
ぼ
を
用
意
し
て
い
た

だ
い
た
江
草
滝
男
さ
ん
（
７２
歳
）
か
ら
、
田
植
え
に
至

る
ま
で
の
田
ん
ぼ
の
作
業
と
苗
作
り
の
作
業
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。

冬
に
田
ん
ぼ
の
「
荒
起
こ
し
」
を
行
う
。

水
を
入
れ
る
前
に
「
2
度
起
こ
し
」
す
る
。

4
月
初
め
頃
、
水
路
に
水
が
通
さ
れ
、
田
ん

ぼ
に
水
を
引
く
。

田
ん
ぼ
に
「
苗
代
」
を
作
る
。

水
が
入
っ
た
田
ん
ぼ
を
、
ど
ろ
ど
ろ
の
状
態

に
な
る
よ
う
に
土
を
起
こ
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
頃
、「
代
か
き
」
を
す

る
。

©
「
代
か
き
の
作
業
は
息
子
さ
ん
た
ち
も
帰
っ

て
き
て
お
手
伝
い
す
る
そ
う
よ
」

4
月
上
旬
、
も
み
種
を
塩
水
に
浸
け
、
塩
水

選
（
塩
水
の
濃
度
で
沈
ん
だ
実
入
り
の
い
い
も

の
を
選
ぶ
）
を
行
う
。
そ
の
後
、
水
洗
い
し
て

塩
気
を
と
り
、
陰
干
し
す
る
。

水
に
3
〜
4
日
浸
け
て
お
く
。

「私たちは毎日ご飯を食べているんだけど、お米ってどうやって作る
のか知ってる？」「田植えをして、稲刈りをして…、それから、え～
っと、食べる！！」「そうよね、そんなイメージだけで、実際は何も
知らないよね」「田植え機とかトラクターとか、機械化されてるって
いう印象もあるよ」「でも、本当はいろいろ大変だと思うのよね。昔
からの方法も知りたいし」「じゃあ、米作りを体験してみようよ！」
というわけで、備中町の農家にお願いして、米作りを体験させてい
ただくことになりました。今回は田植えに挑戦です。

お
風
呂
の
お
湯
（
約
30
℃
位
）
に
2
晩
浸
け

る
。も

み
を
蒔
く
。
土
や
も
み
種
が
片
寄
ら
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
。

育
苗
器
で
、
温
度
管
理
を
し
て
発
芽
を
促
進

さ
せ
る
。

苗
の
箱
を
「
苗
代
」
に
並
べ
る
。

毎
日
水
や
り
を
す
る
。

†
「
ふ
〜
っ
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
手
間
が

か
か
る
と
は
。
お
風
呂
に
も
入
る
な
ん
て
も

み
種
も
家
族
と
同
じ
だ
ね
」

江
「
家
族
が
入
っ
た
後
の
ぬ
る
ま
湯
に
も
み
種

を
一
晩
浸
け
、
昼
間
に
は
出
し
て
乾
か
し
、

ま
た
も
う
一
晩
浸
け
る
ん
で
す
よ
。
こ
う
す

る
と
発
芽
が
よ
く
な
る
ん
で
す
よ
」

©
「
生
き
て
い
る
も
み
種
が
相
手
だ
か
ら
、
田

植
え
の
日
程
に
合
わ
せ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
も
緊
張
す
る
で
し
ょ
う
ね
」

田
植
え
は
、
苗
代
で
育
て
た
稲
の
苗
を
田
ん
ぼ
に
移

植
す
る
作
業
。
秋
の
早
い
県
北
の
山
間
部
で
は
５
月
頃

に
始
ま
り
、
県
南
で
は
６
月
頃
が
本
格
的
な
田
植
え
と

な
り
ま
す
。
今
回
田
植
え
を
す
る
稲
の
種
類
は
「
ア
キ

タ
コ
マ
チ
」
。
県

北
で
は
倒
れ
や
す

い
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ

り
ア
キ
タ
コ
マ
チ

の
方
が
多
く
栽
培

さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
江
草
さ
ん

の
棚
田
は
清
流
か

ら
水
を
引
い
て
い

る
た
め
か
、
田
ん

ぼ
の
水
は
澄
み
切

自然とのふれあいやものづくりを通して、
環境を考える体験シリーズ　

田
植
え

123456
田
植
え
ま
で
の
田
ん
ぼ
の
作
業

田
植
え
ま
で
の
苗
作
り
の
作
業

346 57

2 1

江草さんご夫妻。お世話になりました。

苗代
水稲の種を蒔いて苗を仕立てる所。田植え機を使うため、
苗の箱にもみを蒔き、苗代で生育させる。

※
田
ん
ぼ
の
作
業
や
苗
作
り
、
田
植
え
の
仕
方
は
、
各
地
方
・
各
農
家
に
　

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
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80
人
が
座
れ
る
客
席
が
設
け
て
あ
り
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
進
化

を
テ
ー
マ
に
し
た
映
像
が
15
分
間
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
楽
し
め

ま
す
。
中
で
も
子
ど
も
た
ち
に
人
気
な
の
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
に

写
る
Ｑ
＆
Ａ
ク
イ
ズ
。
各
客
席
に
は
回
答
で
き
る
ス
イ
ッ
チ
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ク
イ
ズ
を
通
し
て
映
像
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

試
験
室
で
は
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
研
究
と
保
護
・
増
殖
の
た
め

に
人
工
飼
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
卵
を
持
っ
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を

捕
獲
し
、
人
口
産
卵
場
で
自
然
産
卵
さ
せ
、
受
精
し
た
卵
は
引

き
続
き
人
口
飼
育
し
て
い
ま
す
。
発
生
段
階
か
ら
幼
生
、
生
体

に
至
る
ま
で
の
も
の
が
飼
育
状
態
に
あ
り
、
人
工
飼
育
し
た
幼

生
は
3
年
間
過
ぎ
た
段
階
（
第
5
齢
）
で
指
定
地
内
に
放
流
し
、

自
然
界
で
の
増
殖
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

博
物
館
の
前
庭
は
「
恐
竜
公
園
」
に
な
っ
て
お
り
、
カ
ブ
ト

ガ
ニ
と
同
時
代
に
生
き
て
い
た
「
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
」
や

「
プ
テ
ラ
ノ
ド
ン
」、「
エ
ラ
ス
モ
サ
ウ
ル
ス
」
な
ど
の
恐
竜
や
海

棲
爬
虫
類
を
復
元
し
た
7
種
8
体
の
実
物
模
型
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
学
術
監
修
を
受
け
て
製
作
さ
れ
た

も
の
で
、
精
度
的
に
も
世
界
に
誇
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
博
物
館
に
恐
竜
の
模
型
を
展
示
し
て
い
る
の
は
、

恐
竜
は
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
出
現
時
代
を
表
し
、
さ
ら
に
当
時
の
環

境
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
た
め
。
絶
滅
し
た
恐
竜
と
、

今
も
生
き
て
い
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
興
味
を
持
つ
こ
と
で
、
地
球

や
自
然
環
境
に
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
ル
ー
ツ
を
溯
る
と
、
古
生
代
カ
ン
ブ

リ
ア
紀
（
約
５
億
７
千
万
年
前
〜
５
億
年
前
）
の
三
葉

虫
。
デ
ボ
ン
紀
（
約
３
億
９，

５
０
０
万
年
前
〜
３
億

４，

５
０
０
万
年
前
）
に
は
現
在
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
近

い
形
と
な
り
、
ジ
ュ
ラ
紀
（
約
１
億
９，

５
０
０
万
年

前
〜
１
億
３，

６
０
０
万
年
前
）
に
は
、
ほ
ぼ
現
在
の

よ
う
な
形
に
進
化
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
恐
竜
が
君

臨
し
て
い
た
時
代
か
ら
今
も
姿
を
変
え
ず
に
生
き
続
け

て
い
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
私
た
ち
に
地
球
の
お
い
た
ち

や
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
今
も
地
球
が
生
き
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
い
る

自
然
環
境
は
、
人
間
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
環
境
。

人
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
環
境
の
大
切
さ
に
つ

い
て
も
教
え
ら
れ
ま
す
。

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
カ
ブ
ト
ガ
ニ
で
す

が
、
研
究
が
進
む
中
で
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
血
液
が
医
学

や
薬
学
に
役
立
つ
な
ど
人
間
と
の
関
わ
り
も
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
恐
竜
時
代
か
ら
生
き
抜
い

て
き
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ

が
、
現
代
社
会
の
急
激

な
自
然
環
境
の
変
化
の

中
で
絶
滅
し
て
し
ま
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ

の
博
物
館
の
使
命
が
こ

れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
期

待
さ
れ
ま
す
。

カブトガニ博物館�
第一病院�

美の浜�

番町�

横島�

神島�

自動車学校�

国道2号線�

富岡交番�山陽本線�

山陽自動車道�

笠岡駅�

←福山� 岡山→�

笠岡インター�

県立笠岡工業高校�

文�

2

N

笠岡市立カブトガニ博物館

〒714-0043 岡山県笠岡市横島1946-2 
TEL 0865-67-2477 FAX 0865-67-2424

飼育室（一般の方は入れません）

卵からふ化した第1齢幼生
（50日でふ化したもの）

開館時間

休 館 日

入 館 料

午前9時～午後5時
（入館は4時30分まで）

月曜日、祝日の翌日、
12月28日～１月3日
ただし、3月25日～4月10
日、4月27日～5月10日、
7月15日～8月31日の期間
は無休

一般 520円 高校生 310円
小中学生 210円

：

：

：

利用案内

8
種
類
の
「
生
き
て
い
る
化
石
」
動
物
が
、
現
存
種
と
化
石

種
に
分
か
れ
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
ド
イ
ツ
の
ゾ
ル
ン

ホ
ー
フ
ェ
ン
か
ら
発
見
さ
れ
た
約
1
億
5
千
万
年
前
の
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
化
石
は
、
這
い
跡
ま
で
き
れ
い
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
カ
ブ
ト
ガ
ニ
。
カ
ニ
と
い
っ
て
も
ク

モ
や
サ
ソ
リ
に
近
い
動
物
で
、
ほ
か
の
節
足
動
物
と
同
じ
よ
う

に
脱
皮
を
し
て
成
長
し
ま
す
が
、
孵
化
後
、
何
回
く
ら
い
脱
皮

を
し
、
成
体
に
な
る
の
か
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
雄
は
15
回
脱
皮
を
し
て
13
年
目
に
、
雌
は
16
回
の
脱
皮
を

し
て
14
年
目
に
成
体
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
成
長
段
階
の
過
程
が
一
目
で
分
か
る
展
示

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

場
所
に
棲
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
こ
こ
笠
岡
は
全

国
で
た
だ
１
カ
所
、
国
の
天
然
記
念
物
指
定
を
受
け
た

繁
殖
地
。
か
つ
て
は
多
く
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
産
卵
の
た

め
に
来
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
数
が
非
常
に
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
博
物
館
で
は
学
芸
員

が
人
工
飼
育
し
、
大
き
く
し
て
か
ら
放
流
し
て
い
ま
す
。

生
き
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
間
近
に
観
察
で
き
る
大
型
水
槽
。
カ

ブ
ト
ガ
ニ
の
成
体
や
季
節
に
よ
っ
て
は
幼
体
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
つ
が
い
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
、

体
の
大
き
い
雌
に
雄
が
後
か
ら
つ
が
っ
た
体
勢
を
と
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
観
察
で
、
雌
が
雄
に
エ
サ
を
取
っ
て
あ
げ
て

い
る
こ
と
や
、
産
卵
に
都
合
が
よ
い
体
勢
で
あ
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

笠
岡
市
神
島
水
道
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
カ
ブ
ト
ガ

ニ
博
物
館
。
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
形
ど
っ
た
外
観
、
銀
色
に

輝
く
ド
ー
ム
が
目
を
引
き
ま
す
。
館
内
に
入
る
と
「
大

型
水
槽
」
が
あ
り
、
ま
ず
生
き
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
対
面
。

様
々
な
行
動
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
生
き
て

い
る
化
石
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
１
億
５
千
万
年
前
か
ら

進
化
し
な
い
姿
に
納
得
。「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
成
長
コ
ー
ナ

ー
」
で
脱
皮
を
く
り
返
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
た

り
、「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
シ
ア
タ
ー
」
で
は
進
化
を
テ
ー
マ
に

し
た
映
像
を
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
生
態
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
も

多
い
の
で
す
が
、
現
在
地
球
上
に
は
、
北
ア
メ
リ
カ
の

東
海
岸
と
ア
ジ
ア
の
限
ら
れ
た
地
域
に
４
種
類
が
生
息
。

日
本
で
は
瀬
戸
内
海
と
九
州
北
部
の
海
岸
の
一
部
に
生

息
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
波
の
穏
や
か
な
内
湾
の
浅
海

で
、
近
く
に
河
川
が
あ
り
（
汽
水
域
）、
広
大
な
干
潟
と

隣
接
す
る
砂
浜
が
あ
る
、
と
い
う
条
件
が
満
た
さ
れ
た

笠岡市立カブトガニ博物館�

堅
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
シ
ッ
ポ
が
つ
い
た
よ
う
な
、

何
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
形
を
し
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
。
約
2

億
年
前
に
現
在
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
以
来
、
ほ
と

ん
ど
進
化
し
な
い
ま
ま
で
種
を
保
ち
続
け
て
き
た
こ

と
か
ら
「
生
き
て
い
る
化
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
生
物
の
繁
殖
地
で
あ
る
笠
岡
湾
が
国
の

天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
た
の
は
今
か
ら
70
年
以

上
も
前
の
1
9
2
8
年
（
昭
和
3
年
）。
そ
の
後
、

笠
岡
湾
の
干
拓
に
伴
い
、
1
9
7
1
年
（
昭
和
46
年
）

に
神
島
水
道
が
新
た
に
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
繁
殖
地
と
し

て
国
の
天
然
記
念
物
に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
1

9
7
5
年
（
昭
和
50
年
）
に
は
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
保

護
・
増
殖
に
関
す
る
様
々
な
調
査
・
研
究
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
保
護
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
1
9
9
0
年
（
平
成
2
年
）

3
月
、
広
く
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
保
護

意
識
を
高
め
る
た
め
に
「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
博
物
館
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
開
館
当
時
は
年
間
約

16
万
人
も
の
来
館
者
が
訪
れ
、
現
在
も
数
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
世
界
で
唯
一
の
博
物
館
で
す
。
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サンドコンパクションパイル�

海� 基礎砂�基礎捨石�

海側� 陸側�

監視カメラ、放射温度計�

　
事
業
所
の
概
要
や
廃
棄
物
の
発
生
過
程
、
廃
棄
物
の

写
真
の
ほ
か
、
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
車
両
の
許
可
証
、

分
析
証
明
書
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
処
理
処
分
承
認
申
請

書
類
の
審
査
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
適
正
な
処
分
を
確
保

し
ま
す
。
�

 
産
業
活
動
の
円
滑
な
推
進
と
生
活
環
境
の
調
和
を
め

ざ
し
て
、
1
9
7
9
年
（
昭
和
54
年
）
よ
り
埋
立
を
開

始
し
た（
財
）岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
の
水
島
産
業
廃

棄
物
埋
立
処
分
場
は
水
島
の
海
を
安
全
な
二
重
の
護
岸

で
仕
切
っ
て
作
ら
れ
た
管
理
型
処
分
場
で
す
。
 

水
島
処
分
場
で
埋
立
処
分
で
き
る
�

産
業
廃
棄
物
の
種
類
�

燃
え
が
ら
　
汚
泥
　
タ
ー
ル
ピ
ッ
チ
類
　
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
　
ゴ
ム
く
ず
　
金
属
く
ず
　
ガ
ラ
ス
及
び
陶
磁

器
く
ず
　
鉱
さ
い
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
化
物
　
ば
い
じ

ん
 
廃
石
綿
等
�

産
業
廃
棄
物
の
受
入
条
件
�

産
業
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
か
ら
埋
立
�

処
理
ま
で
厳
し
い
管
理
体
制
で
チ
ェ
ッ
ク
�

●
岡
山
県
内
で
発
生
し
た
も
の
　
●
有
害
で
な
い
�

●
危
険
性
が
な
い
　
●
埋
立
工
事
に
支
障
が
な
い
�

●
排
水
処
理
に
支
障
が
な
い
�

環境事業部の受付に申請書類を提出。成分分析が必要な廃棄物は、分析
証明書の提出を義務づけています。さらに記載内容や廃棄物の写真な
どにより必要に応じて現地確認を行います。�

搬入された廃棄物は、受け入れゲートで重量の計量を行うほか、火災防
止のために廃棄物の温度測定を行います。また、定期的に運搬車から廃
棄物の抜き取り検査を行い、申請内容と相違がないかチェックをします。�

書
面
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
�

1水
島
処
分
場
で
の
チ
ェ
ッ
ク
�

　
書
類
審
査
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て
廃
棄
物
の
発
生
現

場
に
出
向
き
、
廃
棄
物
を
見
た
り
、
発
生
プ
ロ
セ
ス
が

書
類
と
同
じ
か
ど
う
か
検
証
し
ま
す
。
ま
た
、
分
析
に

よ
る
確
認
を
行
う
な
ど
、
事
前
検
査
を
通
し
て
廃
棄
物

排
出
業
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
ま
す
。
�

発
生
現
場
で
の
チ
ェ
ッ
ク
�

2　
廃
棄
物
排
出
業
者
と
の
協
力
関
係
を
確
保
し
ま
す
。
�

契
約
�

3

受け入れゲートで厳重なチェックをうけた産業廃棄物は、ダンプカーで処分
場所に運ばれ、荷おろし後、検査を受けて安全性を確認し、埋立処分されます。�

埋立処分場では自然環境の破壊や二次公害が発生しないよう、環境保全に万
全の体制で臨んでいます。�

産業廃棄物�
を見る�

発生過程から�
検証する�

分析により�
確認�

産業廃棄物�
を見る�

発生過程から�
検証する�

分析により�
確認�

●
安
全
管
理（
火
災
防
止
）
�

�
毎
回
、
運
搬
車
が
受

入
れ
ゲ
ー
ト
を
通
る
た

び
に
廃
棄
物
を
検
温
す

る
等
、
廃
棄
物
に
危
険

性
が
が
な
い
か
ど
う
か

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
�

�
●
抜
き
取
り
検
査
�

　
運
搬
車
か
ら
の
廃
棄
物
抜
き
取
り
検
査
で
異
常
が
あ

っ
た
場
合
は
、
い
っ
た
ん
受
け
入
れ
を
停
止
し
、
改
善

し
て
も
ら
う
よ
う
指
導
し
ま
す
。
�

●
安
全
管
理
�

　
投
棄
場
所
で
検
温
器
を
使
っ
て
廃
棄
物
の
温
度
を
測

定
す
る
な
ど
、
廃
棄
物
に
危
険
性
が
な
い
こ
と
等
を
監

視
し
ま
す
。
�

◆安心の二重護岸構造�
　処分場は16m幅の二重構造の護岸
で囲まれ、侵出水などが絶対に外に漏
れることのないようにしています。�

●
環
境
管
理
�

�
廃
棄
物
を
土
で
覆
い
、
飛
散
を
防
ぎ
ま
す
。
�

●
安
全
管
理
�

　
処
分
場
の
護
岸
を
定
期
的
に
計
測
器
等
で
監
視
し
、

異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
�

�
●
環
境
管
理
�

　
処
分
場
の
道
路
に
散
水
し
、
ほ
こ
り
の
発
生
を
防
ぎ

ま
す
。
ま
た
、
処
分
場
を
出
る
前
に
洗
車
場
で
運
搬
車

の
タ
イ
ヤ
を
洗
い
、
二
次
公
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
環

境
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。
�

●
環
境
保
全
�

〈
排
水
処
理
〉
�

�
雨
や
廃
棄
物
の
投
入
に
よ
り
処
分
場
内
に
溜
ま
っ

た
水（
余
水
）は
、
排
水
処
理
場
に
集
め
ら
れ
、
倉
敷

市
公
害
防
止
協
定
の
排
水
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
き
れ

い
な
水
に
処
理
し
て
排
水
し
て
い
ま
す
。
�

〈
水
質
監
視
〉
�

�
処
分
場
周
辺
の
海
の
水
を
定
期
的
に
採
水
し
て
水

質
検
査
し
、
水
質
監
視
を
続
け
て
い
ま
す
。
�

水島ゴルフリンクス�

水島クリーン�
センター� 排水処理場�

倉敷市資源選別所�

埋立処分場埋立処分場�埋立処分場�

標準護岸断面図�

（下水汚泥・廃プラスチック類の混合焼却施設）�

（埋立処分場跡地利用）�

　
環
境
事
業
部
は
、
産
業
廃
棄
物
の
受
け
入

れ
の
事
前
検
査
か
ら
埋
立
、
環
境
保
全
ま
で

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
管
理
さ
れ
た
一
貫
体
制
の

も
と
、
安
全
か
つ
適
正
に
処
理
処
分
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
�
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り
許
可
を
得
ま
し
た
。

埋
立
期
間
の
伸
長
　
５
年
間

（
埋
立
竣
功
期
限
　
平
成
２０
年
４
月
）

埋
立
容
量
の
増
加
　
１
０
０
万
k

ウ．

新
規
処
分
場
の
建
設

事
業
団
が
独
自
に
計
画
し
て
い
た
東
側
泊

地
（
８.５
ha
）
の
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
岡
山

県
の
公
共
関
与
処
分
場
建
設
計
画
の
中
に
取

り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

県
と
協
力
し
て
建
設
候
補
地
の
選
定
及
び
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
等
の
基
本
的
な
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

π
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
事
業

水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
事
業
に
つ
い

て
は
、
下
水
汚
泥
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
も
に

処
理
処
分
量
が
当
初
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
が
、

利
用
事
業
所
数
は
41
社
増
加
し
て
１
２
８
社
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
の
た
め
同
セ

ン
タ
ー
内
で
自
家
発
電
を
行
い
、
場
内
使
用
電
力

の
約
７
割
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
　
　
績
　
　
５
２，

０
５
４
ｔ

∫
公
共
建
設
残
土
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
県
下
９
ヶ
所
の
残
土
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
行
い
、
適
正
な
処
理
と
環

境
保
全
に
努
め
ま
し
た
。

実
　
　
績
　
　
３
３
８，

８
３
８
k

ª
資
源
化
物
選
別
施
設
管
理
事
業

倉
敷
市
よ
り
受
託
し
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
び
ん
類
等
の
処
理
量
は

収
集
区
域
の
拡
大
等
に
よ
り
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り

選
別
し
ま
し
た
。

な
お
、
選
別
作
業
の
一
部
を
「
倉
敷
市
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
」
に
委
託
し
ま
し
た
。

実
　
　
績
　
　
３，

２
２
５
ｔ

º
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資
源
化
施
設
の
研
究

稼
動
中
の
ガ
ス
化
溶
融
施
設
の
視
察
等
を
行

い
、
技
術
性
や
経
済
性
等
の
調
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
減
容
化
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

∏
緑
化
工
事
設
計
施
工
監
督

公
共
施
設
の
緑
化
、
道
路
の
修
景
緑
化
等
の
設

計
施
工
監
督
事
業
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
し

た
。

道
路
緑
地
帯
設
計
（
岡
山
市
大
井
）

県
営
陸
上
競
技
場
樹
木
移
植

六
高
記
念
館
後
苑
整
備

学
校
緑
化
（
県
立
倉
敷
青
陵
高
校
）

穂
浪
漁
港
公
園
設
計
（
備
前
市
穂
浪
）

農
村
公
園
設
計
（
久
米
郡
中
央
町
）

そ
の
他
　
　
１１
件

π
道
路
緑
地
の
維
持
管
理
事
業

国
道
・
県
道
の
街
路
樹
等
の
維
持
管
理
事
業
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

県
南
５
振
興
局
他
１２
件

（
国
・
県
道
延
１
２
１
路
線
他
１２
ヶ
所
）

∏
環
境
計
量
証
明
事
業

水
質
、
土
壌
、
産
業
廃
棄
物
、
排
ガ
ス
な
ど
の

環
境
試
料
に
つ
い
て
の
分
析
・
測
定
は
、
当
初
計

画
を
上
回
る
規
模
で
受
託
実
施
し
ま
し
た
。
中
で

も
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
（
環
境
の
常
時
監

視
）
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
分
析
・
測
定
は
増
加
し
ま
し
た
。

π
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
事
業

開
発
事
業
等
に
伴
う
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
動

植
物
等
自
然
環
境
調
査
、
廃
棄
物
処
理
施
設
生
活

環
境
影
響
調
査
、
そ
の
他
水
質
、
大
気
質
、
騒

音
・
振
動
な
ど
に
係
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

中
で
も
動
植
物
等
自
然
環
境
調
査
に
つ
い
て
は
、

計
画
を
大
幅
に
上
回
る
業
務
量
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
４
件

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
環
境
管
理

調
査
７
件

廃
棄
物
処
理
施
設
生
活
環
境
影
響
調
査

４
件

動
植
物
等
自
然
環
境
調
査
１０
件

ダ
ム
湖
水
質
調
査
１２
件

移
動
測
定
車
に
よ
る
環
境
大
気
調
査
３
件

有
害
大
気
汚
染
物
質
等
環
境
調
査
６
件

そ
の
他
の
環
境
調
査
等
８
件

∫
環
境
監
視
測
定
局
保
守
管
理
事
業

岡
山
県
、
岡
山
市
、
玉
野
市
、
備
前
市
及
び
笠

岡
市
が
設
置
管
理
す
る
大
気
環
境
測
定
局
の
保
守

管
理
業
務
を
ほ
ぼ
当
初
計
画
規
模
で
受
託
実
施
し

ま
し
た
。
な
お
、
当
初
計
画
で
新
た
な
業
務
拡
大

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
た
邑
久
町
局
の
当
該
業
務

に
つ
い
て
は
、
予
定
ど
お
り
受
託
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

受
託
局
数
　
５０
局

3
緑
化
事
業�

4
環
境
調
査
事
業�

廃棄物交換情報制度とは、再
利用できる廃棄物を利用でき
る方、又は提供できる方が、
それぞれの内容を登録し、そ
の情報を提供することにより
廃棄物を資源として流通させ、
事業者間相互の再利用を促進
しようとする制度です。�

処分費の�
経費削減�

原料費の�
経費節減�

提供者� 再利用者�
資源（元廃棄物）�

TEL 086-298-2123（財）岡山県環境保全事業団　環境事業部�詳しくは、右記の相談・手続き窓口へ�   ホームページ http://www.kankyo.or.jp

岡
山
県
及
び
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
の
も

と
に
、
環
境
保
全
に
関
す
る
各
種
事
業
を
積
極
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

∏
環
境
思
想
高
揚
運
動

環
境
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
各
種
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

ア．

環
境
保
全
に
つ
い
て
の
知
識
を
普
及
し
情

報
を
提
供
す
る
た
め
に
「
環
境
」
を
隔
月

２，

０
０
０
部
発
行
し
、
公
共
団
体
、
関

係
企
業
、
各
種
団
体
等
へ
配
布
し
ま
し
た
。

イ．

事
業
団
「
エ
コ
ー
は
が
き
」
を
７
万
部
印

刷
し
、
県
南
部
を
中
心
に
郵
便
局
で
販
売

し
ま
し
た
。

ウ．

環
境
月
間
（
６
月
）
に
県
と
共
催
し
て
、

普
及
啓
発
運
動
、
環
境
月
間
の
集
い
を
実

施
し
ま
し
た
。

◎
　
平
成
１２
年
度
環
境
月
間
の
集
い

開
催
年
月
　
平
成
１２
年
６
月
５
日

開
催
場
所
　
岡
山
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
岡
山
テ
ル
サ

エ．

岡
山
県
明
る
い
県
民
運
動
推
進
協
議
会
が

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
・
花
い
っ

ぱ
い
運
動
に
協
賛
し
ま
し
た
。

◎
　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
使
用
す
る
花
の
種

子
の
寄
贈

◎
　
平
成
１２
年
度
岡
山
県
花
の
銀
行
頭
取
会

議
の
共
催

オ．
「
く
ら
し
と
環
境
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
県
と
共
催
し
ま
し
た
。

開
催
年
月
　
平
成
１２
年
１２
月
２
日

開
催
場
所

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
国
際

会
議
場

カ．

県
の
「
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
お

か
や
ま
２
０
０
０
」
に
協
賛
し
ま
し
た
。

キ．

岡
山
市
の
「
夏
休
み
か
ん
き
ょ
う
館
」
に

協
賛
し
ま
し
た
。

ク．

岡
山
県
環
境
白
書
の
作
成
に
協
力
し
ま
し

た
。

π
公
共
緑
化
推
進
事
業

ア．

国
際
蘭
展
「
蘭
お
か
や
ま
２
０
０
０
」
に

助
成
し
ま
し
た
。

∫
水
質
保
全
推
進
事
業

水
質
保
全
に
関
す
る
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。ア．

ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
使
用
運
動
の
普
及
定
着

化
に
資
す
る
た
め
に
、
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト

２
０，

０
０
０
袋
を
県
に
提
供
し
ま
し
た
。

イ．

児
島
湖
流
域
環
境
保
全
推
進
月
間
（
９
月
）

に
県
と
共
催
し
各
種
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

◎
　
清
掃
大
作
戦

◎
　
児
島
湖
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施

ウ．
「
清
流
を
ま
も
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
県

と
共
催
し
ま
し
た
。

開
催
年
月
　
平
成
１２
年
１１
月
２９
日

開
催
場
所
　
岡
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
岡
山
テ
ル
サ

エ．

県
の
水
辺
教
室
「
身
近
な
川
の
健
康
診
断
」

事
業
に
協
力
し
ま
し
た
。

オ．

生
活
排
水
対
策
啓
発
の
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト

放
送
を
県
と
協
力
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

カ．

県
の
「
水
質
汚
濁
防
止
法
の
て
び
き
」
作

成
に
協
力
し
ま
し
た
。

ª
自
然
保
護
推
進
事
業

自
然
環
境
の
保
護
・
保
全
に
関
す
る
各
種
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

ア．

春
の
み
ど
り
の
月
間
に
行
わ
れ
た
「
緑
の

募
金
」（
6
岡
山
県
緑
化
推
進
協
会
）
に

協
力
し
ま
し
た
。

イ．
「
岡
山
県
緑
化
推
進
大
会
」
に
協
賛
し
ま

し
た
。

開
催
年
月
　
平
成
１２
年
１０
月
１
日

開
催
場
所
　
神
郷
町
高
瀬
湖
畔
キ
ャ
ン

プ
場

ウ．

6
岡
山
県
緑
化
推
進
協
議
会
の
「
緑
の
少

年
隊
交
流
集
会
」
に
助
成
し
ま
し
た
。

º
大
気
保
全
推
進
事
業

ア．

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
対
策
の
ラ
ジ
オ
ス

ポ
ッ
ト
放
送
を
県
と
協
力
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

Ω
廃
棄
物
対
策
推
進
事
業

廃
棄
物
対
策
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。ア．

「
岡
山
県
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
大
会
」
を
県

と
共
催
し
ま
し
た
。

開
催
年
月
　
平
成
１２
年
１１
月
２１
日

開
催
場
所
　
岡
山
衛
生
会
館
「
三
木
記

念
ホ
ー
ル
」

イ．

6

岡
山
県
環
境
衛
生
協
会
が
発
行
し
た

「
環
境
の
広
場
」
に
助
成
し
ま
し
た
。

∏
産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分
事
業

ア．

廃
棄
物
の
埋
立
処
分

当
初
計
画
で
は
、
受
入
制
限
を
実
施
し
埋

立
処
分
量
を
２
０
０
千
ト
ン
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
度
は
１
７
３
千
ト
ン
の
埋
立
処

分
と
な
り
ま
し
た
。
廃
棄
物
の
種
類
は
、
埋

立
が
困
難
な
汚
泥
、
ば
い
じ
ん
、
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
ダ
ス
ト
等
の
割
合
が
高
く
、
埋
立
工
事

は
一
層
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
事
業
所
は
、
昨
年
に
比
べ
４

社
減
少
し
て
３
７
９
社
に
な
り
ま
し
た
。

実
　
　
績
　
　
１
７
３，

０
０
６
ｔ

イ．

水
島
処
分
場
の
埋
立
期
間
の
延
伸
及
び
埋

立
容
量
の
確
保

水
島
処
分
場
第
三
工
区
の
地
盤
安
定
化
及

び
埋
立
容
量
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
と
お

1
環
境
保
全
サ
ー
ビ
ス
事
業�

2
廃
棄
物
処
理
処
分
事
業�

事
業
実
施
概
要

平
成
12
年
度

―
（
財
）岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
―



環 　　　境�環 　　　境�

自然の中で野外活動（カヌー、パラグライダー、自然

観察会、野菜収穫等）を楽しむことのできる自然満喫

体験キャンプ。著名講師（村長は冒険家の風間深志）

などがやさしく指導をします。�
●お問い合せ�　大佐地球元気村実行委員会事務局�
 （大佐町産業開発課内）�　0867-98-2111

おいでよ！地球元気村ｉｎ大佐町�
大佐山オートキャンプ場ほか（大佐町）�

中世夢が原のおまつり広場で流星群の観測を行いま
す。11日の午後11時頃から12日の午前3時くらい
までが見頃。11日（土）には星の郷青空市場周辺で「天
の川まつり」が開催されます。�
●お問い合せ�
　美星町創星課�
　0866-87-3111

ペルセウス座流星群を見る会�
美星天文台（美星町）�

動物・植物（コケ類、微生物などは除く）�
●お問い合せ�
　倉敷市立自然史博物館�
　086-425-6037

標本の名前を調べる会�

大槌島・羽佐島の動植物観察会�

倉敷市立自然史博物館（倉敷市）�
写真パネル30点、レプリカ5点により35種の絶滅危
惧植物を展示。�

岡山県の絶滅危惧植物展�

真夏の瀬
戸内海の

自然を思
いっきり

体感！海辺
の観察、

夏トンボ
や昆虫の

観察、星空
観察、キャ

ンプファ
イヤー、

シーカヤ
ックなど

をみんな
で楽しみ

ます。先
着60名。

●お問い
合せ�

　操山公
園里山セ

ンター�

　086
-270-3

308

夏の犬島自
然体感ＣＡ

ＭＰ 海で遊
ぼう！�

犬島公園
  犬島キ

ャンプ場（
岡山市）

�

わ　さ�

発　行　日／�
�
発　行　所／�
�
�
�
�
�

平成13年6月30日�
� 財団法人�

岡山県環境保全事業団�
〒701-0212　岡山市内尾665-1�
TEL.086-298-2122（代）�
FAX.086-298-2496�
 http://www.kankyo.or.jp �
�

編�

集�

後�

記�

「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
体
験
隊
！！
」
で
備
中

町
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
想
像
も
で

き
な
い
ほ
ど
の
時
間
と
労
力
を
か

け
て
造
ら
れ
た
棚
田
。
ま
る
で
時

間
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
美
し

い
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、そ
の
中
で
の
米
づ
く
り
は
重

労
働
だ
と
思
い
ま
し
た
。一
日
だ
け

だ
か
ら
、楽
し
い
し
、美
し
い
と
感

じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
農
業

は
食
糧
を
生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、

環
境
保
全
の
面
で
も
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、農
業
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
度
樹
脂
と
し
て
再

生
利
用
）
と
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
焼

却
し
て
発
電
や
熱
に
利
用
）
に
再
利
用
さ

れ
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
種
類
が
多
く
、

素
材
が
混
ざ
っ
た
も
の
は
マ
テ
リ
ア
ル
リ

サ
イ
ク
ル
に
は
不
向
き
。
白
色
ト
レ
イ
の

よ
う
に
単
独
の
素
材
の
も
の
が
ス
ー
パ
ー

等
で
分
別
収
集
さ
れ
、
ト
レ
イ
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
に
再
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。�

●
表
紙
の
こ
と
ば�

日本で初めて、産業廃棄物埋立跡地が緑のオアシスに�
緑のじゅうたんがきれいな「水島ゴルフリンクス」で是非プレーしてみてください。�

くわしくはお電話にてお尋ねください�

〒712-8074  倉敷市水島川崎通1-19�
TEL086-440-1636　FAX086-440-1626

予約専用　TEL086-440-1616

■スルー
プレー�

　  13：0
0まで�

�■ハーフ
プレー�

　  15：0
0まで�

「環境」読者様ご優待チケット�

有効期限2001年9月末日まで�

●この1枚につき、1ラウン
　ド1組4名様まで有効。�
●ご予約時に「チケット使用」
　の旨、お申し出ください。�

●受付時にフロントへご
　提出ください。�
●他の割引券の併用はで
　きません。�

平 日 �
土日祝�

7,000円�
10,800円�（食事代・消費税別途）�

ア
オ
バ
セ
セ
リ
亜
科
に
属
す
る
大
型
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
の
一

種
。
翅
の
開
帳
４２
ミ
リ
前
後
。
翅
の
地
色
は
褐
色
で
雌
の
翅

表
に
は
灰
黄
白
色
の
斑
紋
が
あ
る
。

本
種
の
属
す
る
キ
バ
ネ
セ
セ
リ
属
の
性
格
は
か
な
り
熱
帯

的
で
、
分
布
様
相
か
ら
森
林
環
境
に
適
応
し
た
一
群
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。東
洋
区
を
中
心
に
１６
種
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
本
種
が
唯
一
分
布
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

本
種
は
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
、
対
馬
の
ほ
か
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
中
国
大
陸
、
朝
鮮
半
島
な
ど
に
分
布
し
て
い
る

が
、
中
国
地
方
で
は
中
国
山
地
沿
い
に
生
息
域
が
集
中
し
、

岡
山
県
で
も
中
国
山
地
の
ご
く
一
部
で
局
地
的
に
生
息
が
確

認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
た
め
、
岡
山
県
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
候
補
種
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で
、
素
早
い
飛
翔
力
と
相
ま
っ
て
、
目
に

す
る
機
会
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。

年
一
回
の
発
生
で
成
虫
は
七
、
八
月
ご
ろ
出
現
。
幼
虫
の

食
樹
は
ウ
コ
ギ
科
の
ハ
リ
ギ
リ
で
、
幼
虫
態
で
越
冬
す
る
。

（
青
野
孝
昭
）
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バ
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セ
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キ
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前
回
に
続
い
て
水
生
生
物
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
今
回
は
水
生
生
物
を
調
査
す
る
た
め

に
必
要
な
道
具
を
中
心
に
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
。水

生
生
物
調
査
を
行
う
上
で
必
要
な
も
の
と

し
て
は
、
網
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
長
靴
、
水
槽
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

網
に
は
手
網
、
投
網
、
刺
し
網
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
河
川
な
ど
で
は
手
網
以
外
は
使
用
が

禁
止
ま
た
は
許
可
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
使
用
す
る
際
に
は
漁
協
な
ど
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
手
網
は
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
に
売

っ
て
い
る
子
供
用
の
網
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

が
、
で
き
れ
ば
釣
り
具
店
で
扱
っ
て
い
る
網
の

目
が
細
か
く
、
丈
夫
な
も
の
を
使
用
し
て
下
さ

い
。
網
目
が
粗
い
と
水
生
昆
虫
な
ど
の
小
さ
な

生
物
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
華

奢
な
網
だ
と
す
ぐ
に
穴
が
あ
い
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
手
網
の
枠
は
先
が
平
ら
な
方
が
使

い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
平
ら

な
部
分
を
水
底
に
つ
け
て
網
を
固
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
手
網
は
平

ら
な
部
分
に
網
を
保
護
す
る
金
属
カ
バ
ー
な
ど

が
つ
い
て
お
り
、
少
々
手
荒
く
使
っ
て
も
網
が

破
れ
た
り
し
な
い
の
も
利
点
の
一
つ
で
す
。

小
さ
な
水
生
昆
虫
な
ど
を
捕
ま
え
た
場
合
、

網
か
ら
指
で
水
生
昆
虫
を
掴
む
の
は
大
変
難
し

く
、
ヘ
タ
を
す
る
と
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
あ
る
と
便
利
な
の
が
ピ
ン
セ
ッ
ト
で

す
。
薬
局
で
普
通
に
売
っ
て
い
る
も
の
で
十
分

で
す
が
、
先
に
ギ
ザ
ギ
ザ
が
無
く
細
い
も
の
を

選
ん
で
下
さ
い
。
ピ
ン
セ
ッ
ト
は
よ
く
落
と
し

て
し
ま
う
の
で
、紐
を
つ
け
て
首
に
か
け
た
り
、

ベ
ル
ト
に
つ
り
下
げ
て
お
く
と
よ
い
で
す
よ
。

長
靴
に
つ
い
て
は
以
前
お
話
し
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
安
く
て
丈
夫
な
も
の
が

一
番
で
す
が
、
水
辺
は
滑
り
や
す
い
の
で
、
靴

底
は
凹
凸
が
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。

水
槽
は
採
集
し
た
生
物
を
観
察
す
る
た
め
に

使
い
ま
す
。
昆
虫
の
飼
育
用
に
売
っ
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
水
槽
が
便
利
で
す
。
底
と
側

面
の
一
つ
に
白
い
紙
を
貼
っ
て
お
く
と
観
察
が

し
や
す
い
で
す
よ
。
観
察
し
終
わ
っ
た
生
物
は

元
の
場
所
に
帰
す
の
が
い
い
の
で
す
が
、
も
し

標
本
と
し
て
持
ち
帰
る
場
合
に
は
、
70
％
程
度

に
薄
め
た
ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
標
本
ビ
ン
は
、
こ
れ
も
以
前
に
お
話
し
し

た
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
が
小
さ
く
て
便
利
で
す
。

採
集
場
所
や
日
時
を
紙
片
に
鉛
筆
で
記
入
し
て

一
緒
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

他
に
、
調
査
時
の
気
温
や
水
温
を
測
る
た
め

の
温
度
計
や
周
囲
の
状
況
や
採
集
し
た
生
物
を

写
す
カ
メ
ラ
も
あ
っ
た
方
が
よ
い
か
と
思
い
ま

す
。な

お
、
水
辺
は
事
故
が
お
き
や
す
い
場
所
な

の
で
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
特
に
、
た
め

池
や
用
水
は
落
ち
た
ら
は
い
上
が
る
の
に
困
難

な
形
状
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
お
薦

め
で
き
ま
せ
ん
。
河
川
の
場
合
も
流
れ
が
緩
や

か
で
、
水
深
が
浅
い
場
所
を
選
ん
で
下
さ
い
。

（
環
境
調
査
部
　
大
坪
尚
広
）

【
岡
山
の
昆
虫
】
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